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八戸市東京事務所長

八戸レポートの送付について

時下ますますご清祥のこととお喜び申し上げます。

「八戸レポート 平成２９年４月号」 をお送りいたしますので、 ご高覧くださいます

ようお願いいたします。
先月２２日、 八戸圏域８市町村 （八戸市、 三戸町、 五戸町、 田子町、 南部町、 階上

町、 新郷村、 おいらせ町） による青森県内初の連携中枢都市圏が誕生しました。

　

「地域の個性が輝き自立した八戸圏域」（将来像）を目指し、人口減少、少子高齢化

の中、 圏域の活力維持を図ってまいりますので、 今後ともご指導、 ご協力お願いしま

す。

　

さて、 ４月１日付けの人事異動により、 当事務所の職員が、 次のとおり変更となり

ました。当事務所長の古町、新たに赴任しました奈良岡、嘱託職員の寵利の３人体制
となります。

　

引き続き、 ご指導を賜りますようお願い申し上げます。
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邦彦 東京事務所主査 人事課

◎八戸特派大使の方々へのお願い

　

職業、役職、住所などに変更がある場合は、八戸市広報統計課または八戸市東京

事務所までお知らせくださいますようお願い申し上げます。

八戸市東京事務所

〒１０２－ｏｏ９３ 東京都千代田区平河町２‐４－２ 全国都市会館５階
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し平成Ｚ字年３月の八戸市内での出来事鞄

　　　　　　　　　　　　

ザ
ーー回圏

八戸市に関連する情報をお届けします。
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記 事

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

概 要

　

（１） 新美術館の最優秀設計者決まる

　

（２） 青森県内初 八戸圏域連携中枢都市圏が誕生

　

（３） スピードスケート世界大会

　

２大会統合でも八戸市へ誘致の方針
青森県内初

　

八戸圏域連携中枢都市圏が誕生
ピードスケート世界大会

　

２大会統合でも八戸市

西地区給食センター完成

　

アレルギー対応も万全

南郷地区のブドウ栽培 生産規模 大幅拡大へ
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（６） ２０１６年青森県内の外国人宿泊者数 最多の１４万５千人

　

（７） 八戸港

　

数量、金額とも２カ月連続で過去最低

【地域】
記 事

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

概 要

（８） 焼失の蕪嶋神社 社殿の基礎工事完了

（９） 八戸グランドホテル顧問の高畑さん

　

″－流″マナー講師に合格

（１０） 「図書館を使った調べる学習コンクール」

　

吉野君 （吹上′」＼） が観、

（１１） 市民４００人が手をつなぐ「ヒューマンバンド」で震災犠牲者追悼

（１２） 館鼻岸壁の日曜朝市始まる

　

～早春のハマに活気～

（１３） ～学んだ知識を地域に還元～

　

八戸鴎盟大学卒業式で決意

（１４） 青森県民は花見好き

　

予算３，１６７円で全国一

（１５） 八戸献血ルームが３月末で休止

　

″駆け込み善意″続々

　

１６

　

八戸水産高の実習船「青森丸」 八ワイ海域での航海実習終え帰・港

　

記 事

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

概 要

　

（８） 焼失の蕪嶋神社 社殿の基礎工事完了

　

（９） 八戸グランドホテル顧問の高畑さん

　

″－流″マナー講師に合格

（１０）「図書館を使った調べる学習コンクール」

　

吉野君（吹上小）が観光庁長官蔓受賞

１７

　

八戸駅 待ち時間の′おもてなし″

　

マッサージの試験サービス実施

１８

　

八戸港に南洋から珍客 「スミツキアカタチ」漁獲

【文化ｏスポーツ】

記事
（１９） ヴァン

（２０） ５人小
（２１） ５校

（２２） 八戸
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概 要

（１９） ヴァンラーレ八戸

　

初の開幕戦勝利

　

］３へ好発進

（２０） ５人組歌手「ピースストーン」

　

～八戸の魅力を全国に～ シングルＣＤ発売

（２１） ５校の高校生が劇団旗揚げ公演

　

～地元愛たっぷり●情熱発信～

ヴァンラーレ八戸

　

初の開幕戦勝利

　

］３へ好発進

５人組歌手「ピースストーン」

　

～八戸の魅力を全国に～ シングルＣＤ発売

５校の高校生が劇団旗揚げ公演

　

～地元愛たっぷり・情熱発信～

八戸童話会

　

南部弁を学べるＣＤ「あのなっす南部弁」作製

八戸弓道協会で初 外国人２人が１級射止める
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記事 概要
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八戸市が整備する新美術館について、基本鼓ｉｉ業有 選止９る審査委員会は２日、小林員市長

に「西灘徹夫建築事務所」（東京都）を最優秀者とする審査結果を報告した。まちと芸術文化を

育てる拠点として「八戸ラーニングセンター」をコンセプトに掲げ、アートに関わる多様な活動を展開す

る「ジャイアントルーム」を中心に、専門性の高い個室群などを配置。市は３月下旬に契約を結び、
２０１８年２月末まで｛」基本＝賄ｉを完成させる。

（２）

八戸圏域８市町村 （八戸市、三戸岡、五戸町、田子町、南部町、階上町、新郷村、おいらせ

町）による青森県内初の連携中枢都市圏が２２日、誕生した。将来像として、「地域の１国ｉ”’

　

・

自立した八戸圏域」を掲げ、新年度から都市圏ビジョンに盛り込んだ２３施策・６４事業を連携して実

施し、人口減少、少子高齢化が進む中、圏域の活力維持を図る。ドクターカー運行やバス運賃の

上限設定など「生活関連機能サービスの向上」に加え、「圏域全体の経済成長のけん引」「高次の

都市機能の集積・強化」の３分野が柱となる。

（３）

スピードスケ回ト世界大会

　

２大会統合でも八戸市へ誘致の方針

国際スケート連盟（ＩＳＵ）は、２０２０年からスピードスケートの世界スプリント選手権と世界選手権

の２大会を統合し、隔年開催とすることを検討している。市では、２０１９年秋の共用開始を目指す屋

内スケート場のこけら落としとして、国際大会の誘致を目指しており、その実現に向け、日本スケート

連盟を通じＩＳＵに対し開催を立候補している。日本スケート連盟は２３日の理事会で、統合する場

合でも八戸市での開催に向け進めることとし、誘致の手続きに入った。大会の統合については、来年

６月のＩＳＵの総会で決まる。日本スケート連盟の担当者は「どちらになっても八戸開催が前提。両方

に対応できるよう手続きを進める」と話している。

（４）

西地区給食センタ囲完成

　

アレルギー対応も万全

八戸市が北インター工業団地に新築移転した西地区給食センターが完成し２３日、関係者に披露

された。最新鋭設備で衛生面や供給機能を強化し、新年度から市立の小中学校の約半分に当た

る１万食を賄う。１００食分作れるアレルギー食専用の調理室を用意。１０、１１月には卵ｏ乳ｏそば・

落花生・カニの５品目を除去した、市で初のアレルギー対応食を開始し、希望者への提供を始める。

（５）

南郷地区のブドウ栽培 生産規模大幅拡大へ

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

十日′′

　　

▲
八戸市南郷事務所で南ニボコ榔－，；“…メヘｉｉｒおいて、２０１７年度、南郷地区で進むワイン用ブ

ドウを新たに１万３千本、作付けされる見通しであることを八戸市が明らかにした。ワイナリーを手掛け

る生産法人が栽培に本格的に参入するほか、今秋から醸造が始まることで地元農家の関心が高

まった。２０１４～１６年度に植えられたのは計３２００本で、計画通りに進めば規模が５倍に拡大する。

１４万５千人

　　　

観光庁が公表した「宿泊旅行統計調査」を基にした青森県の集計によると、２０１６年に県内に宿泊

（６）薮芥簿駆率金具離船龍きざ胃袋高調忌ま警瓦署薯需要Ｚ集墓参甲釜墨書翻会費聖
者
。

　　　

（６３．８％）の増加。台湾と青森県を結ぶチャーター便は１５年が４５便、１６年が４６便と横ばいだった

　　　

が、定期便が就航している仙台空港や函館空港、首都圏からの流入が増えたとみられる。



（７）

八戸港

　

徴墨．金額と壱２海風連綿で過轟最低

八戸市水産事務所が発表した八戸港の２月の水揚げ統計によると、数量は１１８１トン（前十同月

比６２％減）、金額は５億８０９４万円（４２％減）と大きく落ち込んだ。過去１０年で見ると、１月に

続き数量、金額とも最低。しけで出漁回数が限られたのが主な要因で、関係者からは「しけが多い

異常な状態が続いている。こんなに漁ができないのは初めて」と嘆きが漏れる。２月の水揚げは近海

の中型底引き網漁と中型イカ釣り船の船凍品が柱。スルメイカの不漁を受け、３月はアカイカを漁獲

した。
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概 要

焼失の蕪嶋神社 社殿の墓礎工事完了

２０１５年１１月に社殿を焼失した蕪嶋神社の再建で、基礎部分の工事が完了し２日、報道陣に現

地が公開された。工事は順調に進んでおり、春夏にかけてのウミネ］の繁殖時期は作業を中断し、９

月から社殿本体の工事に取り掛かる。実行委などが窓口となって続けている募金では、これまでに約

１億７２６２万３千円が寄せられた。保険金約１億２千万円と合わせて事業費に充てる。完成は

２０１９年１２月で、現在は立ち入りが禁止されている頂上の一般開放は２０２０年３月の予定。

（９）

八戸グフン鞠育．
１厚孔－う．－ぶさん

“－』’彊も ぜァ＝＝＝…‐ 【 梱

八戸グランドホテル顧問の高畑紀子さんが、「日本マナーｏプ□ト］－ル協会」（東京都）が一流の

技術を有していると見ながそ，」 …二－、青森県内で初めて合格した。同協会
は、マナーの普及、啓

発を目的に設立され、ビジネスマナーや日本のしきたりなどを学ぶ講座や、技術取得のための検
定試

験を実施している。高畑さんは「日々現場で経験していることを生かしながら、おもてなしの心や、相

手の立場に寄り添ったマナーを伝えていきたい」と話している。

（１０）

「図書館を使った調べる学習コンクール」 ．
”

　

－

　

《吹上リリ か観光β』巽圏貝糞Ｒ

一一^ 古にＥ閤財団主催の２０１６年度「図書館を使った調べる学習コンクール」の全国大会で、八戸腫ｇ『，【…

市の国宝の合掌土偶を研究した市立吹上小２年の吉野秀（すぐる）君が最高賞に次ぐ観光庁長

官賞に輝いた。南部氏を取り上げた兄で同小５年の元 （はじめ） 君も優良賞を受賞し、２年連続

で兄弟そろっての入賞となった。昨年、初めての応覇１で１年生ながら優良賞に入った秀君。今回は

「国宝合しよう土ぐうはご近所さん」と題し、市内だけでなく全国の土偶を調べて違いを観察したり、土

偶を作ったりした様子をまとめた。

（１１）

市民４００人が手をつなぐ『ヒューマンバンド』で震災犠牲者追悼

東日本大震災から６年となった１１日、青森県内では追悼行事や防災訓練が各地で行われた。県

内で最も大きな被害を受けた八戸市では、種差海岸に集まった市民約４００人が手をつないで

「ヒューマンバンド」をつくり、犠牲者の冥福を祈った。同イベントは、有志の集まり「ＨＵＭＡＮＢＡ
ＮＤあ

おもり」が震災翌年から毎年行ってし、る。小渡章好代表は「私たちはたった６年で震災を忘れかけて

いるのではないか。後世に語り継ぐことが私たちの役割だ」と話している。



（１２）

館裏岸壁の日曜朝市始まる

　

～早春のハマに活気～

八戸市の八マを象徴する風物詩ｏ館鼻岸壁の朝市が１２日、約２ヵ月半ぶりに再開された。会場に

は夜明け前から生鮮食品や総菜、日用品などを扱う約２００店が立ち並び、開催を待ち望んでいた

多くの買い物客で活気にあふれた。青森地方気象台によると、この日の八戸市の最低気温は氷点

下２．４度。めん類や揚げ物など温かい食べ物を出す店からは湯気が立ち上がり、買い物客も白い息

を吐きながら店を回った。１２月末までの毎週日曜日（５月１４日は休み）、午前５時前から９時ごろ

まで開いている。

（１３）

～学んだ知識を地域に還元～

　

八戸鴎騒大学卒業式で決意

６０歳以上の八戸市民が学ぶ「鴎盟大学」の本年度の卒業式が１４日、市総合福祉会館で開かれ

た。鴎盟大学は充実した高齢期を過ごすことなどを目的に、市が１９７６年度に開設。今年度は生活

福祉科５２人、園芸科７人が週に１度の講義を通じ、一般教養の郷土史や身近な法律のほか、専

門科目として礼儀作法、草花の育て方などを学んだ。２年間の過程を終えた６２～８４歳の４０期生

計５９人が、学んだ知識を生かして地域で活動する決意を新たにした。

（１４）
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民間気象会社ウエザーニューズ社が花見に関する藁

　　

白 行ったところ、青森県民が花見にかけ

る予算が４７都道府県中、最も高いことが分かった。公表された調査結果によると、県民の花見にか

ける予算は３′１６７円でトップ。全国平均より９３０円、２位の岩手より２４８円
高い。花見の所要時間

も３位 （２．郭寺間）、回数も全国上位で、改めて花見好きの県民性がうかがえる結果となった。

（１５）

八戸献血ルームが３月末で休止 ″駆け込み善意″続々

八戸市類家縄手下の青森県赤十字血液センター八戸出張所にある「八戸献血ルーム」が、３月末

で献血者の受け入れを休止するのに伴い、
″駆け込み″で訪れる人が増えている。３月に入り、１日当

たり平均３３人力禰犬血、前年同月の約１．４倍に上る。同センターは４月以降、全県を巡回する献血

バスの稼動を増やして対応するが、長年通うなど熱心に協力してし、た人も多く、献血者からは「定期

的に来ていたのに残念」「思い立った時に来られなくなる」と休止を惜しむ声が相次いでし、る。県内に

は現在、八戸、青森、弘前の３市に献血ルームがあるが、全県的な事業集約や建物の老朽化など

で、昨年、八戸の休止が決定した。

（１６）

八戸水産高の実習船『青森丸」 ハワイ海域での航海実習終え帰港

八戸市の八戸水産高校の実習船「青森丸」（６６０トン）が、八ワイ南方海域でのマグロはえ縄漁

など７０日間の国際航海実習を終え、２０日、八戸港に帰港した。実習には海洋生産科２年生３２

人、専攻科の漁業科・機関科の１年生１８人が参加した。同海域で３２回操業し、約３３トンのマグロ

を漁獲。三崎港（神奈川）に水揚げし、約２５００万円で販売した。着岸した館鼻岸壁では大勢の

家族らが船を出迎え、たくましく成長した生徒たちの姿に目を細めた。

（１７）
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↓↓てなし“

　

マッサージも炉 一ャソ

　

」“－

八戸観光コンベンション協会は、ＪＲ八戸駅を利用するビジネス客や観光客を対象に、マッサージと

地元ならではの飲み物で癒しの時間を提供する、新たな取り組みを試験的に実施した。足か手のど

ちらかを選ぶ２０分間のマッサージは、菊サイダーなど県内の
′ご当地ドリンク″付き。マッサージ中は、八

戸地域の観光や体験型プランをまとめた

　

ＰＲ映像や音楽を流した。新幹線を待つ空き時間などを活

用した′おもてなびを事業化し、観光の魅力を発信するのが狙し、。



（１８）

八戸港に南錐から珍書 『メミツキア麹夢ヂ』澱顔

八戸港の底引き網船が２７日、鮫沖で体長４０センチほどの細長い魚を生きたまま漁獲し、市第２
魚

市場人水揚げした。全身真っ赤なのが特徴で、船から寄付された市水産科学館マリエントが研
究機

関に尋ねたところ、「スミツキアカタチ」と判明した。本来は南の暖かい海に生息し、八戸な
ど北日本で

漁獲されるのはまれ。マリエントでは元気になったら展示する予定だという。

記事 杷紫停

（１９）
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レハ戸 棚猛一三

日本フットボールリーグ（〕ＦＬ） の２０１７年シーズンが３月５日に開幕し、各地で第ｉステージ（Ｓ）第１

節の８試合を実施した。ヴァンラーレ八戸は東京都の味の素フィールド西が丘で東京武蔵野シティと

対戦、２－１で競り勝ち、柱谷哲二監督の初陣を白星で飾った。２０１４年の〕ＦＬ参入
以来、初めて開

幕戦で勝利し、目標とする］３昇格に向けて好スタートを切った。その後、１２日には栃木市総合運動

公園車上競技場で、第２節の栃木ウーヴァ戦に臨み、３‐１で勝利。開幕２連勝で勝ち点を６とし
た。

（２０）

５人組歌手『ピーススト圃ン』

　

～八戸の魅力を全国に～’シングルＣＤ発売

八戸市出身のメンバーを含む５人組の歌手グループ「ＰＥＡＣＥ＄ＴＯＮＥ（ピースストーン）
、」が８日、

八戸を題材にした楽曲など４曲を収録したシングルＣＤを発売した。ピースストーンは、東京の芸能

事務所「ＳＴＯＮＥＰｒｏｊｅｃｔ」に所属し、東京都を拠点に活動。メンバーの１人は「八戸を離れて、
地

元の温かさや魅力をさらに実感するようになった。活動を通じて、．お祭りや食べ物などを含めた故郷の

素晴らしいところを、全国の人に知ってほしい」と話している。市内外のＣＤショッ
プなどで購入できる。

（２１）

５校の高校生が劇団旗揚げ公演 ～地元霧たっぷり 情熱発信～

演劇と八戸を愛する高校生が劇団「８．Ｆｕｓｉｏｎ！！」を旗揚げした。代表の八戸東高〕年の畑中大

河さんは「演劇でプロを目指す学生が経験を積める環境を」との思いで劇団の結成を決意し、高校

の．山

　

，Ｔ，日」，Ｌ町ぴ掛けたところ、八戸高、八戸北高、八戸果局、三本木高、千葉学園高の
５校か

ら１５人が集まった。２０日にはっちで開いた初の自主公演では、メンバーが「地元の演劇シーンを盛り

上げたい」という熱い気持ちを作品に乗せ、観客に届けた。会場に足を運んだ計１５０人の観客を前

に、出演者は地元を盛り上げようと奮闘する人々を生き生きと演じた。

（２２）

八戸童話金．南部弁を学べるＣＤ『あの意つず南部弁」作製

八戸童話会・（柾谷伸夫会長）は、南部弁を聞いて学べるＣＤ「あのなっす南部弁」を作製した。

ＣＤには約１００の単語、４６の例文を収録しており、標準語の後に南部弁が流れるという構成・
会員

によるアナウンスが、温かみのある南部弁の響きを引き立てている。柾谷会長は「聞いて声に
出して、

南部弁を楽しんで。地元には、すてきな言葉があるということを知ってほしい」とＰＲしている。
販売の予

定はなく配布のみで、３月上旬から市内の学校や図書館約１４０団体に配布された。数
に限りはある

が、要望があれば団体などに提供する。

（２３）

八戸弓道協会で初 外国人ＺＡが１級射止める

八戸弓道協会で初めてとなる外国人の弓道審査１級取得者が誕生した。八戸市庁に勤めるマ

シュー。ボラさん（２５）＝米国出身＝と、同市の外国語指導助手（Ａ汀）ケアリン虹ウさん（２５）＝

ーユ

　

ジーランド出身＝の２人で、日本の文化や伝統に親しみたいと弓道を始め、２月に行
われた審

査会で合格。見事に１級を射止め「とてもうれしい。次は初段を目指す」と稽古に励んでいる。

脱蕪顔


